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8.20 広島八木災害報告（第 37 報）  
 連日の梅雨雨で、土砂崩れの後は地盤が緩んで水と一緒に土砂が水路に流れ込みます。

土砂をボランティアの人がとり出してくれて、水路の確保に努力していただいております。 
 降り続く雨のお陰で、立木がなくなった禿山が少しづつ緑を回復してきました。普段は、

農家の人たちが嫌う雑草ですけども、この際、緑の植物として貴重な存在です。 
「避難準備命令」は、連日発令されていて、まだ本格的に被災地に帰る人はいません。 
 早く地域がにぎやかになることを望みます。 

2015.7.9 午前 11時 
桑原医院 桑原正彦 

 
 


